
公務員獣医師職員の業務紹介

～岩手県～

R わんこきょうだい



身近な県獣医師の仕事

畜産分野 公衆衛生分野

安全で安心な食肉を提供するために･･･

Farm To Table（農場から食卓まで）

家畜保健衛生所 食肉衛生検査所

農場・生産現場 食肉処理施設、加工施設

保健所

例えば…



○ 畜産分野 ○ 公衆衛生分野
• 振興局・保健所

• 食肉衛生検査所

• 環境保健研究センター

• 本庁

• 家畜保健衛生所

• 農業研究センター畜産研究所

• 県立農業大学校

• 本庁、振興局

46名60名

岩手県獣医師職員の職場



＜給与・諸手当＞

● 初任給（令和7年度採用者）

251,100円

● 初任給調整手当（令和４年度～）

毎月５万円/15年間漸次減額

● 家畜保健衛生手当

17,600円/月

● と畜検査手当

給料月額の８％

＜研修制度＞

● 県職員としての基本的な研修

● 専門職員の養成研修

～岩手県～



岩手県獣医師職員の配置状況 [令和7年度]

○ 公衆衛生分野【環境生活部・保健福祉部】 人数（うち女性）

振興局 保健福祉環境部（保健所） 9（ 3）

出先機関
食肉衛生検査所 27（18）

環境保健研究センター 4（ 2）

本庁
環境生活部 5（ 1）

保健福祉部 1（ 0）

計60名
（25）

計46名
（24）

○ 畜産分野【農林水産部】 人数（うち女性）

出先機関

家畜保健衛生所 45（21）

畜産研究所 5（ 1）

農業大学校 1（ 1）

振興局 農政部、農林振興センター 2（ 2）

本庁
農林水産部 畜産課 5（ 0）

農林水産部 他課 2（ 0）



職場の配置状況

家畜保健衛生所
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畜 産 分 野

主な業務内容

・家畜伝染病の発生予防、まん延防止対策

・生産性を阻害する疾病の予防対策

・畜産振興に関する試験研究

・畜産経営体の後継者育成

・畜産振興に関する行政事務

主な勤務先

家畜保健衛生所、畜産研究所、農業大学校、本庁



農林水産省 農林水産統計〔令和７年３月25日公表〕

畜産部門（1,９７５億円）は、農業産出額の半分以上を占める

岩手県の農業産出額（畜産部門）

野菜・果実・花き

米

鶏

豚

肉用牛
乳用牛他

【農業産出額】
２,９７５億円17.7%（527億円）

14.3%（425億円）

3.5%
8.6%（255億円）

8.4%（249億円）

13.0 %（388億円）

34.5%（1,027億円）
鶏卵 249億円
ﾌﾞﾛｲﾗｰ 778億円

〔令和5年次〕



～ 岩 手 県 ～

全国第４位の畜産県



岩手県の畜産 全国順位

農業産出額（畜産部門）第４位

飼養頭羽数の全国順位

乳 牛 第 ４位 肉用鶏 第 ３位

肉 牛 第 ６位 採卵鶏 第１６位

豚 第 ６位

バ ラ ン ス の と れ た 畜 産 県

農林水産省畜産統計
（令和６年2月1日調査）



乳牛 肉牛 豚 採卵鶏 肉用鶏

122戸
9千頭

471戸
1万3千頭

44戸
13万頭

6戸
132万羽

260戸
1,637万羽

482戸
2万6千頭

1,408戸
2万9千頭

38戸
11万頭

16戸
282万羽

31戸
267万羽

235戸
8千頭

2,300戸
4万8千頭

54戸
21万頭

26戸
121万羽

103戸
603万羽

岩手県の地域別家畜飼養状況

岩手県畜産課調査 令和２年10月1日時点

２市３町３村 肉用鶏が盛んな地域

３市７町３村 酪農と採卵鶏が盛んな地域

８市６町 肉用牛と養豚が盛んな地域

県北

中央

県南



家畜保健衛生所
安全安心な畜産物を安定供給するため、

家畜の病気の予防や、
伝染病のまん延防止に取り組み、

家畜の飼養者（畜産農家）を支援しています。

◆ 牛ヨーネ病、牛伝染性リンパ腫、豚熱、高病原性鳥インフル
エンザ等、家畜伝染病の検査と予防対策の指導

◆ 呼吸器病、下痢症、繁殖障害など、生産性の低下要因を
を検索し、改善策を指導

◆ 不明疾病の病性鑑定

◆ 地域で問題となっている疾病を
解明するための調査・試験



対象となる「家畜」とは
牛、馬、豚、家きん（鶏・あひる等）

めん羊、山羊、蜜蜂･･･など



家畜保健衛生所の業績（令和５・6年度）

【論文発表：令和５年度】
① 赤血球貪食Tcellによる牛のリンパ腫/白血病，岩獣会報（5月）
② A multiplex real-time RT-PCR system to simultaneously diagnose 16 pathogens 

associated with swine respiratory disease, J Appl Microbiol（11月）

【学会発表：令和６年度】
●獣医学術東北地区学会（9月）
① 岩手県内の養豚場における日本脳炎の発生と浸潤状況

（地区学会奨励賞）
② 牛ウイルス性下痢ウイルス抗体を産生する牛の慢性粘膜病例

●日本獣医師会獣医学術学会年次大会（12月）
① 牛ウイルス性下痢ウイルス抗体を産生する牛の慢性粘膜病例



畜産研究所

県の畜産を発展させるため、
技術開発の研究や種雄牛の改良を行っています。

◆ 肉用牛の生産コストを低減させる飼養管理技術の確立

◆ 肉質、増体に優れた黒毛和種・日本短角種の種雄牛造成

◆ 疾病に強い遺伝子等の解明と、それを生かした系統造成

◆ 受精卵の受胎率向上のための試験研究



農業大学校

◆ 実践教育を通じ、将来の畜産の担い手として必要な技術力、

経営管理能力を養成

◆ 飼養している乳牛と肉牛の健康・飼養管理、治療

◆ 生産物である生乳、子牛、肥育牛の出荷・販売

農業の後継者育成のため、
教育や研修を行っています。

同校の家畜の飼養管理や治療も行っています。



本庁（畜産課）

◆ 規模拡大のための生産基盤整備（牛舎、機械、堆肥処理等）

◆ 畜産経営を支援する助成事業、価格安定のための補填事業

県の畜産振興のための施策を立案・推進し、
畜産物の生産に携わる関係者を支援しています。

◆ 豚熱や高病原性鳥インフルエンザ等の侵入防止対策指導、
県内発生時の初動体制の確保のための研修

◆ 家畜の疾病の監視、
発生予防・まん延防止のための調査



公 衆 衛 生 分 野

主な業務内容

・食肉や食鳥肉の安全性確保

・感染症や食中毒に関する試験研究

・食品営業施設の監視指導、研修会等開催

・リスクコミュニケーション

・食品の安全性確保のための検査、調査

・動物愛護の啓発活動、野生鳥獣の保護・管理

・公衆衛生に関する行政事務

主な勤務先

振興局・保健所、食肉衛生検査所、環境保健研究センター、本庁



◆ 食品営業施設、集団給食施設等に対する衛生監視指導、

食品衛生に関する講習会の実施

◆ 犬の登録・注射及び動物の所有者明示の推進、
市町村への支援

◆ 動物愛護の啓発活動

・犬や猫の譲渡事業

・動物愛護週間事業

・適正飼養講習会

◆ 動物取扱業者に対する指導

振興局・保健所

県民が安全で安心な生活を送ることが
できるように、食中毒の未然防止や

動物の適正飼養に関する取組を行っています。



◆ と畜検査、ＢＳＥスクリーニング検査による疾病・異常肉の

排除

◆ と畜場や食鳥処理場の立入検査、衛生管理指導

◆ 食肉輸出関連業務

・認定施設の現場検証

・衛生証明書発行

・国や輸出相手国の査察対応

◆ と畜検査データの還元

食肉衛生検査所
食肉や食鳥肉の安全確保を図るため、

食肉の検査、と畜場や食鳥処理場の
衛生管理指導を行っています。

◆ 食肉中の残留有害物質（農薬、動物用医薬品）の排除



◆ 感染症・食中毒発生時の試験検査

◆ 食品の収去検査

〔検査項目〕食中毒菌、残留農薬、

食品添加物、動物用医薬品、貝毒、

遺伝子組み換え食品等

◆ 調査研究

・生食用カキのノロウイルス不活化

・小児呼吸器病ウイルスの分子疫学

県民の健康と環境を守るための技術的拠点として、
試験検査、監視測定、調査研究、情報発信を行っています。

◆ 感染症情報の提供、研修会の開催

環境保健研究センター



◆ 食の安全安心のための計画策定、事業の推進

◆ 食の安全安心リスクコミュニケーションの実施

◆ 食品の適正表示の推進

食の安全安心、食育、動物愛護、狂犬病予防等に関する
施策を立案・推進し、より安全安心なくらしの実現に

向けて事業の推進に取り組んでいます。

◆ 食の安全安心関係危機管理体制の整備

◆ 動物愛護、狂犬病予防のための計画策定、事業の推進

本庁（県民くらしの安全課）

◆ 食育の推進のための計画策定、事業の推進



本庁（自然保護課）

人と自然が共生する社会を目指し、生物多様性の確保に
関する施策を立案・推進しています。

◆ 希少野生生物の保護（イヌワシ等）

◆ 野生鳥獣の保護及び管理（シカ、クマ、カモシカ等）

◆ 外来生物の防除

◆ 野生鳥獣の救護、鳥獣保護センターの管理運営

◆ 野鳥の高病原性鳥インフルエンザ検査、
感染野鳥確認時の対応

◆ 狩猟鳥獣の捕獲制限、捕獲許可、
狩猟免許試験、狩猟者登録、狩猟事故防止



本庁（医療政策室）

◆ 感染症予防計画の策定・進捗管理、対策マニュアル策定

◆ 新型コロナウイルス感染症、新型インフルエンザ、結核、
エイズ、エボラ出血熱、ワンヘルス理念に基づく動物由来
感染症への対策

◆ 感染症の発生動向調査、予防接種状況調査

県民の健康を守るため、感染症対策に関する施策を立案・
推進し、危機管理事案への体制を整えています。



専門研修（他機関主催）
■ 家畜衛生講習会
– 国立研究開発法人動物衛生研究部門で受講

– 基本講習、特殊講習（牛疾病、豚疾病、鶏疾病、
海外悪性伝染病、獣医疫学）、総合講習･･･3～12日間

– 病性鑑定（ウイルス、細菌、病理、生化学）･･･6か月間

■ 家畜衛生研修会
– 病性鑑定担当者が、毎年、国立研究開発法人動物衛生研究部

門で受講

– 部門別に4日間開催

■ 中央畜産技術研修会
– (独)家畜改良センターで受講

– 新任畜産職員、畜産行政、肉用牛、酪農、養鶏、飼料、
放牧、畜産環境保全、畜産経営、食肉流通等･･･3～5日間

■ 各種学会

畜産分野



畜産分野
専門研修（畜産課主催）

■ 病性鑑定技術研修
–中央家畜保健衛生所で受講

–口蹄疫、豚熱、アフリカ豚熱、高病原性鳥インフルエンザ、
炭疽、牛ウイルス性下痢の病性鑑定技術習得･･･1～2日間

■ 症例検討会
–毎年、1回以上開催

■ 県業績発表会
–毎年1月に開催

–優良演題は、北海道・東北ブロック、全国発表会に選抜



公衆衛生分野

専門研修（他機関主催）

■ 食肉衛生検査研修
– 国立保健医療科学院で受講

– 「食肉衛生」に関する体系的知識、微生物管理、生産段階
での対策等･･･18日間

■ 食品衛生危機管理研修
– 国立保健医療科学院で受講

– 食品衛生行政分野に関する体系的知識、食品由来疾患の調
査、リスクアナリシス等･･･15日間

■ 各種学会



専門研修（県民くらしの安全課主催）

公衆衛生分野

■ 岩手大学受託研究

– 岩手大学に食肉衛生検査所職員を研究員として派遣
（６か月間）

– 業務に関係する研究課題（細菌学、病理学、理化学、寄生
虫学等）について、指導教官の指導の下、研究を実施

■ 食の安全安心担当業務研究発表会

– 毎年２月頃に開催

– 優良演題は、各種学会に派遣



待 遇
■ 給与・諸手当

–初任給 251,100円（令和7年度採用者）

–通勤手当、住居手当、獣医師手当又はと畜検査等手当

–初任給調整手当（15年間､令和４年度より初年度3万5千円を5万円に引き上げ）

■ 期末・勤勉手当
–年２回支給、勤務成績により支給率を上積み

■ 休暇
–年次有給休暇 20日（初年度15日）

–夏季休暇 ５日

–特別休暇（結婚、産前・産後、忌引、介護、ボランティア、リフレッシュ、キャ
リアアップなど）

■ 研修制度
–県職員としての基本的な研修、専門職員の養成研修



昇 任



子育て支援制度
■ 産前・産後休暇

– 産前8週間、産後8週間

■ 育児休業
– 3歳になるまで（男女ともに取得可能）

■ 他の休暇・休業
– 保育時間（1日2時間以内、1歳6か月になるまで）
– 子の看護休暇（年間５日以内、6年生まで）
– 育児参加（職員の妻の産前産後８週の期間に、５日の範囲内）

■ 育児短時間勤務
– 小学校入学まで

■ 手当金
– 出産費、誕生祝金
– 育児休業手当金



岩手県 獣医師職員 ここがいい!!

症例が豊富であり、日々の業務を通じて経験を積み重ね、自分の知識や技術
を高めることができる

広大な県土において、牛、豚、鶏などの家畜に触れながら、畜産振興や後継
者育成に関わる業務に従事できる

臨床獣医師や畜産指導者と連携しながら、家畜飼養者への指導やサポートを
実施できる

バランスの良い畜産県だから・・・

食の安全に力を入れている県だから・・・

高度な衛生管理水準のと畜場において、牛肉輸出の支援業務に従事できる

県民の健康を守るための、最先端の研究に打ち込める



岩手県 獣医師職員 ここがいい!!
公務員だから・・・

幅広い分野業務（家畜衛生、公衆衛生、自然保護、医療政策等）
を経験でき、広い視野が培われる

獣医師以外の専門家と共に働ける環境にあり、関係機関・団体の
職員とも交流を深められる

公共の利益を目指す業務であり、責任とやりがいを感じられる

休暇制度が充実しており、
アフターファイブや休日に、
趣味や家庭サービスを優先できる



自分の知識・技術
を日々向上できる
ことをうれしく感
じています。

自分の知識・技術
を日々向上できる
ことをうれしく感
じています。

様々な専門の方と一緒に
仕事をする機会も多く、
獣医学の奥深さと幅広さ
を感じる仕事です。

様々な専門の方と一緒に
仕事をする機会も多く、
獣医学の奥深さと幅広さ
を感じる仕事です。

自分自身の視野や見識を
深めていくと共に豊かな
人生を形成していける職
場です。

自分自身の視野や見識を
深めていくと共に豊かな
人生を形成していける職
場です。

先輩獣医師職員に聞きました！

獣医師が携わる県の業務は、
試験・研究、家畜防疫・衛
生指導、畜産・保健衛生行
政と多岐にわたっており、
広い視野で多くのことを学
ぶことができると思います。

獣医師が携わる県の業務は、
試験・研究、家畜防疫・衛
生指導、畜産・保健衛生行
政と多岐にわたっており、
広い視野で多くのことを学
ぶことができると思います。

牛とともに仕事ができる楽し
い職場です。自然に恵まれ、
畜産県である岩手は獣医師の
職場としてやりがいのあると
ころです。

牛とともに仕事ができる楽し
い職場です。自然に恵まれ、
畜産県である岩手は獣医師の
職場としてやりがいのあると
ころです。

公的な利益のためですが、
何かを追求するにはとても
よい環境です。 様々な人
がいてお互い刺激になりま
す。

公的な利益のためですが、
何かを追求するにはとても
よい環境です。 様々な人
がいてお互い刺激になりま
す。

自分の得意な分野
を活かして仕事を
すすめられること
にやりがいを感じ
ています。

自分の得意な分野
を活かして仕事を
すすめられること
にやりがいを感じ
ています。
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令和６年度は、

４大学11名を受入れ

岩手大学 １
北海道大学 １
帯広畜産大学 １
酪農学園大学 ８

インターンシップの受入れ

毎年度、
夏休みの時期に
実施しています！



インターンシップ内容例（令和７年度）
[大学生対象 家畜衛生コース]

場 所 内 容

月 家畜保健衛生所
・オリエンテーション
・病性鑑定（細菌検査）

火 家畜保健衛生所
・豚の防疫業務（豚熱）
・鶏の防疫業務（鳥インフルエンザ）

水 家畜保健衛生所
・牛の防疫業務

（ヨーネ病）

木 家畜保健衛生所
・病性鑑定

（ウイルス検査、病理検査等）

金
家畜保健衛生所

畜産研究所
・畜産研究所の業務（分娩間隔短縮のための研究）
・病性鑑定（生化学検査、BSE検査）



令和７年度 獣医師修学資金貸付対象者の募集について（６月頃再募集の予定）

岩手県では、獣医学生を対象に、２つの区分で修学資金を貸付けしています。

① 岩手県内（県､市町村､団体）で獣医師業務に従事しようとする方

⇒ 県職員（畜産分野、公衆衛生分野）、団体の臨床獣医師
② 岩手県の家畜衛生の業務に従事しようとする方

⇒ 県職員（家畜衛生関係）★今年度は終了

毎年度、

３月頃に

募集しています！

（１回目の募集は終了

しました。）



龍泉洞の地底湖 八幡平の樹氷群

浪板海岸

小岩井農場

浄土ヶ浜リアス式海岸 復興カキ小屋

岩手の魅力を満喫してみませんか？



岩手県 問い合わせ先
環境生活部県民くらしの安全課
電 話：019-629-5322
メール：AC0009@pref.iwate.jp

農林水産部畜産課
電 話：019-629-5722
メール：AF0009@pref.iwate.jp

問い合わせ
お待ちしております！


